
来年度の運行開始に向けて

つくばみらい市は宣言します！

練習の成果を発揮し、第５分団見事優勝！

「大きくなれ」と願いを込めて…稚魚の放流

市役所のお仕事拝見
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話題を提供してください！
　市伊奈庁舎秘書広聴課
　☎ 58 - 2111（内線1203）

第２回つくばみらい市議会定例会において、市が提案した次の６つの宣言が承認されました。

１．非核三原則の堅持と恒久平和の実現を願う「非核平和都市宣言」
２．一層の納税意識を高揚させる「青色申告・期限内納税推進都市宣言」
３．交通事故撲滅のための「交通安全都市宣言」
４．暴走行為をさせない環境作りのための「暴走族追放都市宣言」
５．平和で安心して暮らせる地域づくりのための「暴力追放都市宣言」
６．未来を担う青少年を薬物被害から守るための「青少年を覚せい剤等薬物乱用から守る都市宣言」
　　以上６つの決意表明に従い、今後のまちづくりに生かしてまいります。
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　市では、交通空白地域の解消や地域住民の利便性を
向上する目的で公共交通検討懇談会を組織し、コミュニ
ティバスやデマンド交通システムの運行などを検討して
きました。これまで視察研修を含む検討会議を旧町村か
ら数えて５回開催し、委員の皆様から貴重なご意見など
をいただき、それらを取りまとめて去る10月12日に市
長に答申することができました。
　主な答申内容は、公共交通についてはコミュニティバ
スが適当と判断し、実際の運行計画作成にあたっては利
用者の動向などによりルートおよびダイヤなどを構築・
点検することとされました。
　市では、これを受けて引き続き来年度の導入に向けて、
つくばみらい市にふさわしい公共交通の実現に努めてま
いります。
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　10月21日、第57回茨城県消防ポンプ操法競技大会

筑波地区大会が、つくば市役所豊里庁舎駐車場で行わ

れました。

　市からは、第５分団と第９分団が出場し、第９分団

は６位、そして第５分団は見事優勝を勝ち取りました。

　この大会を通して養われた消防精神を、市民の安全

確保のために発揮し、市民が安心して暮らせる災害に

強いまちづくりを目指します。

第５分団優勝おめでとう！

健闘した第９分団

　10月25日に、板橋小学校２学年の児童が、生活科の
学習の一環として伊奈庁舎の見学に訪れました。
　写真は市長室でのひとコマです。

市役所のお仕事拝見

　また、次の選手は優秀選手賞を受賞しました。（敬称略）
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　　（第５分団）

来年度の運行開始に向けて練習の成果を発揮し、第５分団見事優勝！

「大きくなれ」と願いを込めて…稚魚の放流 市長に答申する倉
くら
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